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創
立
１
３
０
周
年
記
念
映

画
『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の

特
別
上
映
会（
専
修
大
学
、育

友
会
、校
友
会
後
援
）が
１１
月

６
日（
日
）、
神
奈
川
県
の「
海

老
名
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

時
間
は
１２
時
３０
分
開
場
、

１３
時
開
演
（
上
映
時
間
は
１

時
間
４９
分
）
。
入
場
料
は
一

般
５
０
０
円
、
大
学
関
係
者

（
育
友
、
校
友
）
は
無
料
。

大
学
関
係
者
は
当
日
、
受
付

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

上
映
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
Ａ
Ｅ
㈱
☎
０３

（
５
３
１
９
）
３
２
５
５

へ
。

※
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

小
田
急
小
田
原
線
・
相
鉄

線
「
海
老
名
駅
」
西
口
か
ら

徒
歩
５
分
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線「
海

老
名
駅
」
東
口
か
ら
徒
歩
５

分
。

出
会
い
は
、
新
潟
県
柏
崎
の
鋳

金
芸
術
家
、
原
益
夫
さ
ん
の
工
房

の
門
を
た
た
い
た
そ
の
日
だ
。
小

さ
な
一
輪
ざ
し
を
包
む
あ
ず
き
色

に
目
を
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

「
ほ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」。そ

の
あ
ず
き
色
が
、
鋳
金
工
芸
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
伝
統
色
「
紫
銅
」

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
か
ら
４０
年
。
第
５８
回
日
本

伝
統
工
芸

展

（
全
国
を
巡
回

中
）
の
最
高
賞

で
あ
る
日
本
工

芸
会
総
裁
賞
を

受
賞
。
受
賞
作

は
「
鋳
紫
銅
花

器
『
包
』
」
∥
１

面
に
写
真
。
な

め
ら
か
な
フ
ォ

ル
ム
を
お
お
う

色
合
い
は
、
闇

に
燃
え
さ
か
る

炎
の
よ
う
。

雪
深
い
新
潟

県
長
岡
市
の
郊

外
を
本
拠
に
、

求
め
続
け
た
鋳

金
芸
術
の
深
奥
を
得
た
。
「
い
い

え
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る
と
い
う
思

い
の
方
が
強
い
の

で
す
」
。
作
品
を

前
に
静
か
に
ほ
ほ

笑
ん
だ
。

専
大
時
代
、
仲

間
た
ち
と
書
道
愛

好
会
（
後
の
書
道

研
究
会
）
を
誕
生

さ
せ
た
。
合
宿
は

新
潟
県
湯
沢
で
。

「
ひ
た
す
ら
練
習

し
、
ひ
た
す
ら
遊

び
ま
し
た
」。

書
を
世
界
的
芸

術
に
高
め
た
故
・

手
島
右
�
文
学
部

教
授
が
教
壇
に
立

っ
て
い
た
。
卒
業

後
、
学
生
と
一
緒

に
書
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
。「『
書
道
を
や
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
か
ね
』
と
声
を
か
け
ら
れ
、

朱
墨
の
直
筆
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
高
の
思
い
出
で
す
」。

東
京
・
銀
座
に
あ
る
非
鉄
金
属

を
扱
う
商
社
に
２
年
勤
め
た
あ
と

職
人
を
志
し
、
鋳
造
会
社
に
１

年
。
好
き
な
手
作
業
を
生
か
す
創

作
の
夢
が
ふ
く
ら
ん
だ
。

原
益
夫
さ
ん
や
石
井
正
さ
ん

（
千
葉
県
野
田
市
の
石
井
美
術
工

房
主
宰
）
ら
現
代
鋳
金
芸
術
の
名

工
に
師
事
。
「
作
業
す
る
姿
に
教

え
ら
れ
ま
し
た
」。

型
作
り
か
ら
地
金
の
吟
味
、
溶

解
、
鋳
造
、
仕
上
げ
。
さ
ら
に
地

色
の
深
い
黒
と
厚
み
の
あ
る
紫
銅

を
め
ざ
し
、
白
炭
を
使
っ
て
紫
銅

焼
き
を
じ
っ
く
り
と
施
す
。
受
賞

作
に
生
命
が
吹
き
込
ま
れ
て
い

る
。「

て
い
ね
い
に
つ
く
り
、
新
し

い
感
覚
を
注
ぎ
込
む
こ
と
が
創

造
。
お
ご
り
は
禁
物
で
す
」

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
、
オ
ー
ル
専
修
の
学
生
を

支
援
し
よ
う
と
「
専
修
大
学

支
援
の
会
」
の
第
１
回
の
イ

ベ
ン
ト
が
９
月
１８
日
、
東
京

都
港
区
の
ア
ジ
ア
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

同
会
は
専
大
卒
業
生
と
保

護
者
有
志
に
よ
る
会
。
当
日

は
４７
人
が
参
加
し
た
。

第
１
部
は
「
流
行
仕
掛
け

研
究
所
」
代
表
の
島
田
始
氏

が
「
こ
れ
か
ら
の
流
行
は
こ

う
な
る

心
の
つ
か
み
方
」

を
講
演
。
第
２
部
の
懇
親
会

に
は
落
語
家
の
立
川
談
修
さ

ん（
平
７
法
）が
か
け
つ
け
、
な

ご
や
か
な
宴
と
な
っ
た
。

当
日
、
参
加
者
か
ら
被
災

支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
合
計

１０
万
円
に
な
っ
た
。
本
学
に

寄
付
さ
れ
る
。

立
川
談
修
さ
ん
独
演
会

１０
月
２４
日
（
月
）
１８
時
３０

分
か
ら
地
下
鉄
銀
座
線
・
上

野
広
小
路
駅
、
大
江
戸
線
・

上
野
御
徒
町
駅
徒
歩
１
分

「
上
野
広
小
路
亭
」
で
立
川

談
修
さ
ん
（
平
７
法
）
の
独

演
会
「
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
シ
ュ
ー
＃
４０
」
が
開
か

れ
ま
す
。
入
場
料
２
０
０
０

円
。

上
野
広
小
路
亭
☎
０３

（
３
８
３
３
）
１
７
８
９

山
中
慎
介
さ
ん

が
世
界
に
挑
戦

ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
バ
ン
タ

ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
山
中

慎
介
さ
ん
（
平
１７
商
）
が
１１

月
６
日
（
日
）
「
東
京
国
立

代
々
木
競
技
場
第
二
体
育

館
」
で
行
わ
れ
る
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ

世
界
バ
ン
タ
ム
級
挑
戦
者
決

定
戦
」
で
世
界
同
級
２
位
の

エ
ス
キ
ベ
ル
選
手
（
メ
キ
シ

コ
）
と
対
戦
し
ま
す
。

【
岩
手
県
陸
前
高
田
市
議
会

議
員
】
当
選

▽
及
川
修
一
氏
（
昭
５６
法
）

▽
菅
野
定
氏
（
昭
５２
経
営
）

〈
広
島
県
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２１
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
直
結

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
」

井
口
幸
路
氏
☎
０
８

２
（
２
３
２
）
６
３
１
５
井

口
家
具
百
貨
店
内

〈
行
政
書
士
鳳
会
総
会
〉

▽
１０
月
２２
日
（
土
）
１５
時
３０

分
開
会
▽
専
修
大
学
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１
号
館
「
７
Ａ
会

議
室
」

中
尾
聡
氏
☎
０３

（
３
２
５
７
）
０
３
６
２

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２９
日
（
土
）
１６
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
徒
歩

１
分
「
新
潟
東
急
イ
ン
」


吉
野
直
樹
氏
☎
０
９
０
（
２

３
０
８
）
２
８
１
０

〈
江
東
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
東
西
線
・
東
陽

町
駅
徒
歩
７
分
「
ホ
テ
ル
イ

ー
ス
ト
２１
東
京
」

坂
口
文

哉
氏
☎
０
９
０
（
１
４
３

７
）
９
７
８
０

〈
珊
瑚
会
総
会
〉

▽
１１
月
５
日（
土
）１１
時
３０
分

開
会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１５
階
「
報
恩
の
間
」。


住
田
信
治
氏
☎
０
９
０

（
４
５
２
０
）
７
７
０
８

〈
筑
豊
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１２
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
福
北
ゆ
た
か

線
・
新
飯
塚
駅
徒
歩
５
分

「
の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ

テ
ル
」

橋
田
敏
弘
氏
☎
０

９
４
８
（
２４
）
２
５
１
０

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１９
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
徒
歩
３
分

「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
山

形
」

佐
藤
啓
氏
☎
０
９
０

（
８
９
２
２
）
６
６
０
２

〈
静
岡
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
１１
月
１９
日
（
土
）
１５
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
徒
歩
５
分

「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」

古

川
衛
氏
☎
０
５
４
３
（
５２
）

２
２
２
８
㈱
フ
ル
ポ
ン
内

〈
二
鳳
会
総
会
〉

▽
１１
月
１９
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
銀
座
線
・
浅
草

駅
徒
歩
３
分
、
都
営
地
下
鉄

浅
草
線
・
本
所
吾
妻
橋
駅
徒

歩
５
分
「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ

ラ
・
ラ
ナ
リ
ー
タ
」

新
堀

明
氏
☎
０
９
０
（
８
０
１

６
）
０
６
９
５

〈
佐
賀
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１９
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
徒
歩
２０

分
、
タ
ク
シ
ー
５
分「
魚
心
」


亀
井
雄
治
氏
☎
０
９
５
２

（
３０
）
８
４
１
９

〈
柏
・
沼
南
、
我
孫
子
・
印

西
、
流
山
、
野
田
鳳
会
４
支

部
合
同
忘
年
会
〉

▽
１２
月
３
日
（
土
）
１７
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
柏
駅
徒
歩
１

分「
柏
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
中

嶋
利
生
氏
☎
０４（
７
１
４
７
）

１
２
２
５
㈲
ナ
ビ
ッ
ク
内

◇

〈
第
４４
回
今
治
・
東
予
地
区

大
学
校
友
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
〉

専
大
を
は
じ
め
愛
媛
県
の

今
治
・
東
予
地
区
に
在
住
す

る
１６
大
学
卒
業
生
に
よ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
１１
月
３

日
（
木
）
９
時
か
ら
「
今
治

市
営
大
新
田
公
園
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
」
で
開
か

れ
ま
す
。


渡
辺
博
文
氏
☎
０
９
０

（
４
５
０
７
）
４
９
５
２

「東日本大震災」により、被災した学生への奨学金及

び生活支援金等として、下記により支援金を募集してお

ります。皆様の温かいご支援をお願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０‐１‐６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大学

のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

５７
号
が
１０
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

▽
特
集
・
支
部
活
動
っ
て
何

で
す
か
？
「
卒
業
し
て
も『
校

友
会
』
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
『
支
部
』
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。」、
社
会
を
動
か
す

キ
ー
ワ
ー
ド
・
「
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
。
ま

た
「
わ
れ
ら
専
修
人
」
で
は

幕
内
力
士
・
大
道
健
二
さ

ん
、
映
画
監
督
・
脚
本
家
・

小
説
家
の
矢
城
潤
一
さ
ん
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

教
育
学
会
第
５９
回
大
会
が

１１
月
２３
日
、
午
前
１０
時
か
ら

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

る
。研

究
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
「
石
巻
専
修

大
学
に
お
け
る
震
災
時
の
対

応
」
「
震
災
発
生
後
の
都
立

高
校
の
対
応
」「
中
学
校
の
道

徳
教
育
～
震
災
の
教
訓
を
ど

う
生
か
す
～
」
の
３
つ
の
事

例
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
る
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球

環
境
部
水
資
源
第
二
課
長
の

涌
井
純
二
氏
が
「
教
育
現
場

で
イ
ス
ラ
ム
を
い
か
に
教
え

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
う
。
会
員
以
外
の
参
加
も

可
能
。

学
務
課
☎
０
４
４

（
９
１
１
）
１
２
５
３
。

１０月、高大連携協定校の都

立成瀬高校と神奈川県立生田

東高校の「一日体験入学」が生

田キャンパスで行われた。

●
都
立
成
瀬
高
校

１０
月
１
日
、
１
年
生
２

８
０
人
が
訪
れ
、
大
学
紹

介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
あ

と
寺
尾
格
経
済
学
部
教
授

の
模
擬
授
業
「
こ
と
ば
の

身
体
感
覚
」
を
聴
講
し

た
。
本
学
在
学
生
の
引
率

で
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
を
行

っ
た
。

●
県
立
生
田
東
高
校

１０
月
６
日
、
１
年
生
２

４
０
人
が
来
校
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と
大

学
紹
介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
。

瀬
下
博
之
商
学
部
教
授
の

模
擬
授
業
「
経
済
学
で
考

え
る
」
を
聴
講
し
、
在
学

生
の
引
率
で
キ
ャ
ン
パ
ス

を
見
学
し
た
。

◀

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン

卒
業
生
と
保
護
者
有
志
で

ア
ド
ニ
ス
５７
号
刊
行

創立１３０周年記念映画

専
修
大
学
支
援
の
会

特別上映会

教
育
学
会
第
５９
回
大
会

研
究
会
で
は
東
日
本
大
震
災

３
つ
の
事
例
に
つ
い
て
発
表

１１
月
６
日

海
老
名
市
文
化
会
館
で

▲ 支援の会に４７人が参加

結

果

挙

選

校
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ 瀬下教授の講義（生田東高）

伝統の色「紫銅」をめざす

▲ 図書館を見学する

成瀬高の生徒たち

鋳
金
工
芸
家

「
ミ
ツ
オ
の
工
房
」
主
宰

「「東東日日本本大大震震災災」」にによよりり被被災災ししたた
学学生生等等にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

さ

と
う

み
つ

お

佐
藤

光
男
さ
ん

（
昭
４３
経
営
）

高 大 連 携高 大 連 携
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